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10 部品の交換方法 

部品交換は日々のメンテナンスで必要となりますので、以下の｢主な部品の交換方法｣をよくお読み頂き、

作業を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 シール部の構造 

シール部は下のイラストの部品から構成されていますので、部品交換の時は順番を間違えないように

取り付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 部品交換のための準備 

各部品を交換する際は樹脂カバーを取り、圧着レバー、コントロールユニットを持ち上げて倒すこと

で作業が行いやすくなります 

・本体カバーを取り外す 

 初にテーブルを取り外します。シーラ

ー本体の左右、前側のビスをプラスドラ

イバーで緩めカバーを持ち上げて外し

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 取扱説明書に記載している｢主な部品の交換方法｣以外の間違った方法で交

換すると感電や火傷をする危険性があります。 

 各部品の交換の前には、必ず電源プラグを抜いて

から、作業を行ってください。差し込んだまま作

業を行うと感電する危険性があります。 

 消耗品は弊社指定の部品を必ず使用してください。 

ガラステープ 

38ｍｍ幅 

圧着レバー 

ハクリテープ 

温度センサー 

センタードライテープ 

40mm 幅 

ハクリテープ 

サーコンシート 

13ｍｍ幅 
ヒーター 

10ｍｍ幅 

下シールバー 

ガラステープ 

38ｍｍ幅 

シリコンゴム（白） 

16ｍｍ幅 
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・圧着レバーを持ち上げ 

本体カバーを持ち上げ外してから、圧着レ

バー中央の圧力調整ナット固定ビスを左

に回して緩め、シール圧力調整ナットを左

にカチッと音がするまで回します。 

その後、圧着レバーを持ち上げ、奥側に

倒してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

10-1 センタードライテープの交換 

【必 要 物】はさみ、プラスドライバー 

【交換の目安】センタードライテープが破れた、焦げた、シールが汚い等 

 

センタードライテープは単品販売しています。 

1 端の方から古いセンタードライテープを取り除いて

ください。 

2 新しいセンタードライテープを圧着レバーの長さよ

り 5mm ずつ、計 10mm 長めにはさみで切ってください。

（470mm にカット） 

3 新しいセンタードライテープを圧着レバーの端から

順に貼っていき、圧着レバーからはみ出たセンタード

ライテープの両サイドを圧着レバーの側面に折り曲

げて貼り付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   このときヒーターには、粘着のりがないテープ中央部分が当るように貼ってください。
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10-2 ヒーターの交換 

【必 要 物】プラスドライバー 

【交換の目安】ヒーターが切れた、凸凹が発生した、

シールが汚い等 

ヒーターは単品販売しています。 

 

1 プラスドライバーで電極カバー側面のビス（前）

を緩め、電極カバーを外してください。 

 

 

2 ヒーターはセンタードライテープで覆われていま

す。センタードライテープを外してください。 

 

 

3 電極レバーを下方向に起こし、ヒーター止めビス

をプラスドライバーで緩めてください。 

 

 

4 ヒーター止めビスを緩めると傷んだヒーターが取

り外すことができます。 

 

 

5 電極レバーを下方向に起こしたまま新しいヒータ

ーを電極の溝に挟み、ヒーターが電極から浮かな

いように押えながらヒーター止めビスをしっかり

締めた後、電極レバーを上方向に戻してください。 

 

 

 

 

交換用ヒーターは必ず弊社指定の専

用ヒーターをご使用ください。専用ヒ

ーター以外のヒーターを使用されま

すと、トランス焼損の原因となります。 

 

 

ヒーター止めビス 

起こす 

電極カバー 
止めビス 

電極レバー 

電極カバー 

ヒーター止めビス 

ヒーター 

レバーはこれ
以上おこさな
いでください。
電極が破損し
ます。 

 ヒーター端子を電極に差し込む位置

を間違わないようにしてください。間

違って取り付けると、電極部分で 

ショートします。 

安全のため、ヒーター交換後は必ず 

電極カバーを取り付けてください。 
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10-3 ガラステープ、サーコンシートの交換 

【必 要 物】はさみ、プラスドライバー 

【交換の目安】ヒーターがよく切れる、シールが

汚い等 

ガラステープ、サーコンシートは単品販売してい

ます。 

 

1 センタードライテープ、ヒーター、温度センサ

ーは、各交換方法に記載の方法で取り除いてくだ

さい。 

 

2 ヒーターの下側のガラステープとサーコンシー

トをきれいに取り外してください。 

 

3 新しいサーコンシートを長さ 464mm にカットし

て圧着レバー左右 2mm ずつ長めに貼り付けてくだ

さい。 

 

4 ガラステープは長さ 470mm にカットして圧着レ

バー左右 5mm ずつ長めにサーコンシートの上に重

ねて貼り付けます。 

 

5 圧着レバーからはみ出たガラステープの両サイ

ドを圧着レバーの側面に折り曲げて貼り付けてく

ださい。 

 

6 ヒーター、温度センサー、センタードライテー

プの順に、各交換方法をよくお読みいただき取り

付けてください。 

 

 

 

 

10-4 シリコンゴム（白）の交換 

【必 要 物】シンナーまたは、工業用アルコール 

【交換の目安】シールが汚い等 

シリコンゴム（白）は単品販売しています。 

 

1 傷んだ（古くなった）シリコンゴムを取りはし

てください。 

 

2 圧着レバーの金属部に残った粘着のりを工用

アルコールなどできれいに拭きとってください。 

 

3 新しいシリコンゴム（白）を端から順に貼っく

ださい。 

 

 粘着のりが残っている上にテープを

貼りますと、シール面に悪影響をおこ

します。 

 シリコンゴム（白）は貼り直しができま

せんので丁寧に貼ってください。 

 
サーコンシート 

ガラステープ 

サーコンシートの

上にガラステープ

重ねて貼る。 

前後を圧着

レバーの側

面に折りま

げて貼り付

ける。 

電
極 

シール受け

シリコンゴム
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10-5 圧着ゴムの交換 

【必 要 物】プラスドライバー、 

【交換の目安】圧着ゴムは定期的に交換してく

ださい。 

 

圧着ゴムの反発力が弱くなるとシール不良の

原因になります。 

 

消耗品を交換してもシール状態が悪いなどの

場合、 

圧着ゴムを交換してください。 

 

 

 

 

10-6 マイクロスイッチの交換 

【必 要 物】プラスドライバー 

マイクロスイッチは単品販売しています。 

 

 

 

 

 

1 マイクロスイッチを固定している 2 ヶ所のビ

スを取り外し、マイクロスイッチの端子を 

抜きます。 

2 取り付ける時は、マイクロスイッチ端子を接

続し、ビスでマイクロスイッチを固定してく

ださい。 

  

 

 

 

 

 

 

10-7 温度センサーの交換 

 

 

 

 

 

 

 

【必 要 物】プラスドライバー 

【交換の目安】温度センサーの破損、温度センサーモジュールの破損 

 

温度センサーは単品販売しています。 

温度センサーは、圧着レバー右端のヒーターとガラステープの間にセットされています。 

 

 

 マイクロスイッチの交換は必ず電源

コードをコンセントから抜いた状態

で行ってください。 

 マイクロスイッチの端子を取り外

す時、取り外した位置を記録してく

ださい。間違って差し込むと加熱工

程が終了しません。 

 温度センサーを傷めないように注意して交換作業を行ってください。 

 温度センサーがずれたり、取り付け忘れたりしますと機械が正常に働かなくなりますので

充分に注意して確実に作業を行ってください。 

圧着ゴム 

 

マイクロスイッチ 
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取り外し 

1  センタードライテープを取り外してく

ださい。 

2  ヒーターを取り外します。23 ページ「ヒ

ーターの交換」を参照してください。 

3  温度センサーのコネクタを抜いてくだ

さい。 

4  ビス A-1、ビス A-2、ビス B を外し、温

度センサー固定板を外して温度センサ

ーを取り外してください。 

 

5  下記の「温度センサーの取り付け」を参

照して、新しい温度センサーを取り付け

てください。 

 

 

 

 

 

取り付け 

1  温度センサー固定板（ビス A-1 側）を温

度センサー先端部の穴に温度センサー固

定板の突起部分をはめ込み圧着レバーに

固定する。 

2  温度センサー固定板（ビス A-2 側）で温

度センサーを挟み込み仮固定する。（右イ

ラスト参照）。 

 

 

 

 

3  温度センサー固定板（A-1 側）と温度セン

サー固定板(A-2側)の間はたるまないよう

に温度センサーモジュール側にセンサー

を軽くひっぱりながら温度センサー固定

板(A-2側)をしっかりと固定してください。 

 

 

 

 

 

4 温度センサーモジュールを固定してくだ

さい。 

5 ヒーターを取り付けてください。（23 ペー

ジの「ヒーターの交換」参照） 

 

ビス A-1 

ヒーター 

温度センサー固定板 

温度センサー固定板 

温度センサーモジュー

ヒーター 

ビス B 

ビス A-2 

 ビス A-1 からビス A-2 の間の温度セ

ンサー部分はたるまないようにして

下さい。 

 温度センサーをひっぱる時、温度セン

サーモジュールを持って強くひっぱ

るとセンサー部が切れてしまうこと

があります。 
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温度センサーの取付位置 

●温度センサー 

 

 

 

●取付位置 

 

 

 

 

 

 

 

10-8 電池交換 

    

【必 要 物】プラスドライバー 

【交換の目安】BATTERY ERROR,TIMER ERROR が表示されたとき 

 

 

 

 

 

 

電池にて日時設定のバックアップを行っています。 

電池の電圧が低下した場合、表示部に BATTERY ERROR,TIMER ERROR と表示されます。 

表示がでた場合、電池交換を行ってください。 

 

使用ボタン電池：CR2032 

 

 

 

1  本体カバーを取り外します。（30 ページ参照） 

 

2  コントロールボックスの右横のナット（白）

を緩めて奥側に倒してください。 

 

3  イラストの電池蓋を取り外してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 DATE<09.01.20> 

BATTERY ERROR 

1 DATE<09.01.20> 

TIMER ERROR 

感温部 

感温部 

ヒ ー タ

 温度センサーの取り付け位置を誤

りますと、シールができない場合が

あります。 

 部品交換の時は必ず電源スイッチを OFF にし、電源コードをコンセントから抜いて

行ってください。 

 ボタン電池を電池ケースから取り出す

ときは電池を一度奥におしこんでから

上に押し上げるようにして取り出して

ください。また電池を入れるときは＋

側を電池ケースの上側になるように

し、ケースと電池が平行になるように

しながら電池を挿入してください。電

池を挿入する際、電池がよじれると入

りにくくなります。 

電池蓋  ローレットナット 

ボタン電池 
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電池交換後、TIMER ERROR が表示されます。 

 

 

 

 

日付、時間が初期化されているので

P26 ページを参照して日付、時間を合

わせてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10-9 ヒューズ交換 

【必 要 物】プラスドライバー 

 

1 本体カバーを取り外します。 

2 本体左奥にあるヒューズホルダーからヒュ

ーズを取り外して新しいヒューズを取り付

けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

10-10 ショックキラーの交換 

【必 要 物】スパナ 2本 

【交換の目安】ショックキラーの油漏れ 

 

ショックキラーは 2本取り付けられます。 

小ショックキラーは 1本取り付けられます。 

 

ショックキラーの交換 

 

1 ショックキラーを固定しているナット2ヶ所

を緩めるとショックキラーが取り外せます。 

2 新しいショックキラーを右図のとおり 36mm

の高さにしてナットを締めこんでください。 

(36mm 以上であれば、シール不良の原因、シ

ョックキラーの破損に繋がります。36mm 以下

であれば衝撃音が大きくなります。) 

 

 

 

 

 

 

1 DATE<09.01.20> 

TIMER ERROR 

電池交換して日付、時間合わせを

行っても TIMER ERROR が表示

される場合は基板の故障が考え

られます。 

 電池交換を行った後、MENU8 INITIALIZE RAM を行い、データを初期化してください。

ヒューズ 

3
6m
m 

ショックキラー 
小ショックキラー 
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小ショックキラーの交換 

 

1 ショックキラーを固定しているナット2ヶ所

を緩めるとショックキラーが取り外せます。 

2 新しいショックキラーを右図のとおり 15mm

の高さにしてナットを締めこんでください。 

(15mm と違う高さであれば、衝撃振動が大き

くなって、印字不良の原因になります。) 

 

 

 

 

 

部品の交換が終了しましたら 

 

1 圧着レバーを元の位置に戻して、圧着レバー

を上から押しながらシール圧力調整ナット

を右に動かなくなるまで回してNORMALの位

置まで戻してください。そして、圧力調整

ナット固定ビスで固定してください。 

2 コントロールユニットを元の位置に戻して

ローレットナット(白)を締めてください。 

3 本体カバーをかぶせドライバーでナベビス

を締め込み固定してください。ユリヤネジ

と本体の間に差し込み、ユリヤネジで固定

してください。 

 

 

 

 

 

15
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11 シール圧力 
11-1  シール圧力の調整 
シール圧力調整ナットに表示されている「圧力の強さ（強～標準）」を小レバーの指針に合わせて調整

します。 

 

1 圧力調整ナット固定ビスを緩めます。 

 

2 圧力調整ナットを回して、使用される包材の

厚みに応じたシール圧力に調整することがで

きます。通常は、標準の位置で使用します。圧

力調整ナットのシールに記載されている圧力

の強さ表示を目安にしてください。圧力調整ナ

ットは右方向に止まるまでいっぱいに回し、そ

の後左にまわして調整してください。 

 

3 調整が済んだ後は必ず固定ビスで圧力調整ナッ

トを固定してください。 

  

 

 

1 圧力調整ナットを右方向（薄い方材に対応さ

せる方向）に回しすぎた状態で使用するとシー

ル不良の原因となったり、ソレノイドの吸引力

が落ちてマイクロスイッチが入らなくなった

りします。 

2 また、過大な圧力がかかり大変危険ですので

上記説明文にしたがって圧力調整ナットのシ

ールに記載している赤色の範囲内にセットし

てください。 

3 左方向に（厚い包材に対応させる方向）に回

し過ぎた状態で使用することも大変危険です。

ショックキラーで圧着レバーの昇降音を押さ

えていますが圧着レバーの下がるスピード、昇

降音が大きくなります。 

 

11-2 ロードセルの校正 
 ご使用回数、時間の経過に伴い、ロードセルの精度は落ちてきます。 

 ロードセルをよりよい条件でご使用いただくために、1年に 1回の校正を推奨しています。 

 校正を行う場合、ロードセルだけを取り外して校正を行うことができません。 

 OPL-451-MDS を弊社に送付にて行う必要があります。 

 校正が必要な場合、弊社に一度お問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

圧力調整ナット

指針 
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12 PC へのシールデータ転送 

データの転送は PC側からの操作になります。詳しくは構成ソフトの取扱い説明書を参照してください。 

転送を行うためには USB ケーブルが必要です。A コネクタオスと B コネクタオスのケーブルを準備して

ください。OPL-451-MDS の差し込み口は機械右側下になり、Bコネクタオスを差し込みます。 

 

・データ転送の概要 

PC 側からの操作でシールデータ取得操作を行うと下イラストがコントロールユニットのディスプレイ

に表示されます。 

 

 

 

 

PC 側からの操作で MODEL データ取得操作を行うと下イラストがコントロールユニットのディスプレイ

に表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

SEAL DATA 

TRANSMITTING 

MODEL DATA 

TRANSMITTING 

 データを PC に転送後、製品本体内に保存されていたデータは消去されます。また、製品と

PC が常時接続の場合は操作を行うことで作業ごとにデータを PC に転送し、PC 側でデータ

を表示します。 

データ容量は512KBになります。シールデータのみで1データ21バイトなので、約25000

回分保存可能です。 
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20 プリンターの部品交換方法  

20-1 プリントテープの交換 

1 電源ツマミを左に回してOFF状態にする

と押さえローラーとドライブローラー

の間に隙間ができます。 

 

2 プリントテープカバーを取ります。 

 

 

 

 

 

3 活字ケースセットを引き出します。 

 

 

 

 

 

 

4 ローレットノブを緩め、プリントテープ

をたるませてからヒーター部を取り出

します。 

5 プリントテープ巻取り紙管に巻き取っ

た古いプリントテープはプリントテー

プ巻取り紙管ごと取り外し、送り出しロ

ーラーにあるプリントテープ巻取り紙

管は新しいプリントテープ巻取り紙管

としてお使いください。 

 

 

 

 

6 プリントテープの光沢のある面が上に

なるよう（押えローラー側になるよう）、

押えローラーとドライブローラー間に

まっすぐに通し、プリントテープの先端

をセロハンテープでプリントテープ巻

取り紙管に貼り付けます。 

 

電源ツマミ 

＊プリンター

の電源ツマミを

OFF の位置に合

わせます 

ローレットノブ 

工場出荷時にはプリントテー

プ巻取り紙管は巻取りローラ

ーに装着しています。 

 

＊活字ケース

セットを引き

出します。 
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7 プリントテープをたるませ、プリントテ

ープの間にヒーター部ユニットを通し

てローレットノブで固定しセットしま

す。 

 

 

 

 

 

 

8 プリントテープをたるませて、活字ケ

ースセットを差し込んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 手でプリントテープを回してプリント

テープのたるみを取ってください。 

 

10 電源ツマミを右に回すと電源がON 状態

になり、プリントテープが押えローラー

とドライブローラーに挟まれ固定され

ます。 

 

 

 

 

 

 

＊プリントテープ

をたるませます。 

 電源をON 状態にしてから、時

間が経過するとヒーター部ユ

ニットが熱くなり火傷の危険

性がありますので充分注意し

てください。 

プリントテープ巻取り紙管

を取り扱う場合は、スベリド

メプレートに気をつけて作

業を行ってください。スベリ

ドメプレートの端でケガを

する危険性があります。 
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20-2 活字の交換 

【必 要 物】附属品のピンセット 
活字は単品販売、セット販売しています。 

 

 

 

 

1 活字ケースセットを引き出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 活字押え用のツマミを緩めて、活

字押えを引き出してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 ピンセットで活字を交換します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

真鍮活字部分が傷まないように注意してください 

真鍮活字部分は落としたり、強い衝撃を与えると破損します、美し印字ができませんので丁寧に取

扱をしてください。部品交換の方法をよくお読みいただき危険のない様に交換を行ってください。 

 ヒーター部及び活字は高温になっていますので、活字交換の際は充分に注意して作業

を行ってください。 

活字交換は充分に活字カセットケース内の活字が冷えてから行ってください。 

＊活字ケース

セットを引き

出します 

 

活字押え用ツマミ 

活字押え 

 少ない活字をセットする

場合はできるだけ中央寄

りに取り付けてください。 

印字しない部分には、必ずスペーサー

を入れてください。 

活字が上下、左右いずれかに片寄ると

印字不良の原因になります。 
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21 各部の調整方法 

21-1 ヒーター部の高さの調整 

ヒーター部ユニットの高さが左右で異なると、左右のどちらか一方だけがかすれたり、濃過ぎた

りする場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1  印字が薄く、かすれる 

活字高さ調整ナットを左に回し、活字を下げてください。 

2  印字が濃い、印字の後がへこんでいる 

活字高さ調整ナットを右に回し、活字を上げてください。 

3  印字が濃く、文字の細かい部分がつぶれて埋まっている 

活字高さ調整ナットを右に回し、活字を上げてください。 

活字受けゴムの上にハクリテープまたはガラステープを貼ってください。 

 

21-2  印字列数の切替 

列数切替ツマミで、1 列印字と2 列印字

に応じたプリントテープの送り量を変え、

プリントテープの消費量を抑えることが

できます。 

工場出荷時は2 列分の送り量に設定して

います。1 列の設定にするとテープの送

り量が1 列印字分（約5mm）に変わります。 

 

 

 

印字が薄い場合 

緩める 

印字が濃い場合 

締める 

 1 列印字をする場合、使用し

ない方の列には必ず附属の

36mm 幅スペーサーをセット

してください。 

列数切替 

ツマミ 
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21-3 プリントテープの送り量調整 

工場出荷時にはプリントテープの送

り量は1 回につき下記の数値で調整

されています。 

2 列印字の場合・・・10mm 

1 列印字の場合・・・5mm 

送り量の変更は調整軸を回して行い

ます。 

 

 

 

 

 

 

21-4 プリントテープの横ズレの調整 

巻取り時に起こるプリントテ

ープの横ズレは、テープ補正板

の調整によって押えることが

できます。 

1 右へズレる場合 

ネジを緩め、テープ補正板の右

側面を奥に押してください。 

 

2 左へズレる場合 

ネジを緩め、テープ補正板の左

側面を奥に押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 プリントテープの送り量は

工場出荷時の調整適量に設

定していますので必要のな

い限り、あまりこの調整は行

わないようにしてください。

左へズレる場合 

こちらを奥へ押す 

右へズレる場合 

こちらを奥へ押す 

テープ補正板 

 テープ補正板を固定する時は、プリントテープを張った状態で、ネジを締めて

ください。 




